
   

 

例会日 毎週木曜日 １８時３０分 

例会場 関観光ホテル（関市池尻９１－２） 

事務局 関市西本郷通５－２－５３ ＴＥＬ０５７５－２４－７３３２・ＦＡＸ０５７５－２３－５２７８ 

会 長：石原 妙生  副会長：川村 紳一  幹 事：波多野 篤志  クラブ会報委員長：吉田 和也 

 

ロータリーで何か発見を！  

２０１６～２０１７年度 関中央ＲＣ会長テーマ 

 
 

本日のプログラム 第１８９６回例会 ２０１７年４月２０日（木） 

Ｃ．Ａ 地区研修・協議会報告 ／ 担当 次期会長・幹事 

 

 

前例会の記録 

第１８９５回 ２０１７年４月１３日（木） 

卓 話  あいおいニッセイ同和損保㈱ 

関支社長 石森 肇 様 

テーマ  「これからの損害保険について」 

     ：担当 会 計 

＊国歌斉唱「君が代」 

ロータリーソング「我等の生業」斉唱 

＊四つのテスト唱和 

Ｒ情報委員会 伊佐地金嗣委員長 

＊お客様紹介  あいおいニッセイ同和損保㈱ 

関支社長 石森 肇 様 

＊会長あいさつ  石原妙生会長 

今日は久しぶりの例会場での例会

です。 

3 月 31 日の 3 クラブ合同花見例会

には、多数の会員の方に出席を頂きました。 

花見例会では緑風荘の桜が見えず残念でしたが、総

勢 60 名以上の出席を頂き大変にぎやかで、他クラブ

の方ともいろいろ話が出来、楽しいひと時でした。 

 さて、先般 3 月 18 日に行われました、東海北陸道

グループの会員増強セミナーに行ってきましたので、

後程波多野会長エレクトからも報告があると思いま

すが、私からも少しお話をさせて頂きます。 

 セミナーの内容は村橋パストガバナーの基調講演

と各クラブの会員増強による現状報告、そして 3 つ

に分かれての分科会で意見交換が行われ、それを全

体会で発表、最後にガバナーの講評という内容でし

た。 

 私は村橋パストガバナーの講演についての話をし

ます。村橋パストガバナーは本題に入る前に、活気

のあるクラブの紹介ということで、中津川ロータリ

ークラブがグローバル補助金を活用し行った事業

「新生児集中治療センターの設備購入プロジェクト」

を紹介され、この事業はブラジルで行われ大変地域

に貢献した事が評価され、世界のベスト 20 に入り表

彰されました。総額「17 万ドル」日本円で約 1,700

万円の補助金事業です。そんな中津川クラブのこと

を、「会員がお互いに尊敬していて、活動に活気があ

る」クラブである。とにかく行動力がすごい！とい

われ、会員増強についても言葉だけでなくしっかり

行動しているそうです。とにかく明るく・楽しい奉

2016～2017 年 

国際ロータリー会長 

ジョン Ｆ．ジャーム 

四つのテスト 

・真実かどうか 

・みんなに公平か 

・好意と友好を深めるか 

・みんなのためになるかどうか 



仕活動を実践し、明るく魅力的なクラブを目指して

ほしいと言われました。 

もう一つ紹介されたのが、我関中央ロータリーク

ラブの 40 周年記念式典のことで、若い人の運営で、

先輩会員が歌で盛上げ、台湾からの出席等、活気が

あって良かったと式典の写真を紹介しながらお褒め

の御言葉を頂きました。 

 私は大変うれしいあまり、会員増強の報告でした

が、40 周年記念式典の話を冒頭にしてしまい、その

後に 3名増の喜ばしい報告も行いました。 

 そういうことで、これからも活気があると言われ

る様な、「明るく・楽しい」奉仕活動を会員全員で行

いましょう。 

＊卓話  

あいおいニッセイ同和損保㈱ 

関支社長 石森 肇 様 

テーマ 

「これからの損害保険について」 

保険とは、個人の生活や企業の活動に伴う様々なリス

クに対するリスクマネジメント手法の一つです。従い

まして、個人の生活や企業活動の変遷と共に、そのリ

スクも変化しそれに伴い、保険商品も変化してきまし

た。今後もさらに変化していくものです。 

今回のテーマは「損害保険」です。まさに今日現在、

および近未来において個人生活や、企業活動における

いわゆるリスクがどう変わりつつあるのか、新たなリ

スクが発生しているのかに対し、保険商品にいかなる

変化が起こりつつあるのか２つほどご紹介させて頂き

ます。 

まずは、企業リスクの一つでもあります「サイバー

被害」についてご紹介します。最近、コンピューター

やネットワークに不正侵入され、個人情報が抜き取ら

れたり、ホームページが改ざんされるなどして、被害

が出るときの為の保険に非常に関心が高まっておりま

す。大手旅行会社での顧客情報漏洩事件や業務妨害な

ど巧妙な手口で、コンピューターやネットワークに入

り込み、甚大な被害が発生しているのはご承知の通り

かと存じます。その対応に純利益の半分が吹き飛ぶこ

ともあるようです。2015 年 12 月には経済産業省がサ

イバーセキュリティー経営ガイドラインを公表した為、

情報管理、漏洩対策について企業様の関心も高まって

おります。 

中にはそんなに多くのお客様情報を管理しているわ

けではないと思っておられる企業様もあるかもしれま

せん。従来の個人情報保護法は、個人情報を年間 5000

件以下しか取り扱わない企業様は適用外でした。しか

し今年の 5 月からは全ての個人情報取り扱い事業者様

がこの法律の対象となります。 

また、情報搾取を目的とした、インターネットを利

用したサイバー攻撃で 2016 年に、企業や行政機関から

流出または流出したおそれのある個人情報が少なくと

も 1260 万件にのぼるとの新聞記事も出ておりました。 

これは共同通信が集計した 93 の組織の数字で、企業が

公表しているものだけですので、実際は情報漏洩すら、

気が付いていない企業様も多いと思います。サイバー

被害だけではなく、従業員の持ち出しや盗難・紛失に

よる情報漏洩も依然として多くなっております。 

では、企業にはいかなる損害が発生するのでしょう

か。もし情報漏洩が発生した場合には、被害者に対す

る損害賠償金の他、社告や会見に要する費用や、事故

原因・被害範囲の調査費用、そしてコールセンターの

設置費用やお客様への見舞金、その後のセキュリティ

ー対策に要した費用など、中には数億円単位の損失が

発生した事例もあります。 

今後、ＩＴ化はどんどん進んでいきます。そのリス

クは個人情報漏洩だけではありません。ご存知の方も

多いと思いますが、サイバー攻撃の一種であるＤ-ＤＯ

Ｓ攻撃というシステムダウンを意図した攻撃が多発し

ており、大手メーカーを中心に多くの組織が被害を受

けております。これが取引先、顧客にも被害が波及す

ることが懸念されております。 

また、みなさまの会社から提供したデータやプログ

ラムの不具合によって、他人の業務阻害や電子情報の

消失などに、高額な損害賠償請求や費用支出が発生す

る可能性があります。弊社におきましても、損害額簡

易算出サービスを行っておりますが、一番費用がかか

るのが原因調査費用です。事故原因や、被害範囲調査

を外部委託した場合、パソコン１台あたり 100 万円は

するといわれております。さらにコンサル費用、弁護

士費用、データ復旧費用もかかります。これは経営上



の大きなリスクではないでしょうか？ 

対応するにしても、どれから手をつければよいのか

ご不明であれば、弊社の情報セキュリティ診断チェッ

クリストがあります。個人情報保護法のみならず、営

業秘密の漏洩や滅失のリスクＳＮＳ対策などを含めて

ご質問に答えて頂くリストです。15 分ほどで終わりま

すので、よろしければ試してみてはいかがでしょうか。 

では、最悪の事態に準備頂く保険商品としては弊社

のサイバーセキュリティ保険というものがあります。

個人情報漏洩に対する損害賠償、費用の損害はもとよ

り、実際には漏洩はしていないが、その恐れがある場

合でも支払いの対象になります。また、マイナンバー・

クレジットカード番号・メールアドレスのみなど、個

人情報や法人情報に限らず漏洩した場合でも補償され

ます。もちろん損害賠償だけではなく、ネット炎上防

止対策費用や再発防止のためのセキュリティ機器・ソ

フトウェアの購入費用まで補償になります。もし機会

があれば詳しくお話しさせて頂きます。 

次に、２つめとしまして、個人生活のリスクで一番

身近な、自動車のリスクに備える自動車保険に関して

お話しします。 

最近は高齢ドライバーによる重大な事故が増加して

おります。ブレーキとアクセルの踏み間違いなど操作

誤りが最も多いとのことです。一方、近年テレマティ

クスや自動運転といった自動車新技術の動きも目覚ま

しく、自動車メーカーに加え、それ以外の様々な企業

が参入するなど、社会全体の注目が高まっております。

国においても 2020 年までに国内新車販売に占める、自

動ブレーキ搭載車の比率が 90％超に高める方針も出て

おります。 

そこでまず自動車運転に関してですが、政府が国家

プロジェクトとして推進しており、東京オリンピッ

ク・パラリンピックが開催される 2020 年を目途に、実

用化や普及が進むと予測されておりますが、自動運転

中に発生した事故への責任関係は今後整理が必要であ

り、事故発生時の責任関係の在り方は保険にも大きく

影響することが考えられます。 

自動運転に関して、ご存知かと思われますが、自動

化のレベルは 4段階あり、それぞれに定義があります。 

レベル１ 自動ブレーキ 

レベル２ 加速・操舵・制動のうち、複数の操作を一

度のシステムが行う状態。例えば渋滞時追

従システム 

レベル３ 加速・操舵・制動を全てシステムが行い、

システムが要請した時のみ、ドライバーが

対応するもの、これは高速道路にて本線へ

の自動合流可能になります 

レベル４ 完全自動走行 

ドライバーが全く関与しない 

この自動運転をめぐる課題は２つあります。まず、ド

ライバーである 人が全く関与しない、高度な自動運

転車は、現行の道路交通法規のままでは公道を走行す

ることができません。従って、国際条約や道路交通法

の改正が必要です。 

２つめは事故発生時の課題です。自動運転では、人

は自動車やシステムに対して運転主権の一部または全

部を移譲します。つまり人間以外が事故当事者となる

可能性があります。人間が全く関与しない、高度な自

動運転中の事故に対して誰が・どの程度（何割）どの

保険を使って賠償すべきか、整理が必要です。自動運

転システムに加え、そのシステムがハッキングされた

場合や、道路上の白線が消えて自動運転機能に影響を

与えた等、新たに考慮すべき点が発生しております。

レベル４については、各レベルの自動走行車の混在時

を含めた民事上の責任の在り方について、関係当局に

おいて検討が必要となっております。具体的に申し上

げますと、レベル３までは、対人事故についてドライ

バーは、いつでも運転に介入できるので自動運転中の

事故であっても、運転供用責任を負う=自賠法上の責任

を負うため自賠責保険と対人賠償責任保険が適用され

ます。対物事故については、民事上の責任である、損

害賠償義務に則り、ドライバーの責任分について対物

賠償責任保険が適用されます。 

つづきましてテレマティクスです。テレマティクス

とは、テレコミュニケーション（通信）とインフォマ

ティクス（情報工学）を組み合わせた造語で、カーナ

ビやＧＰＳなどの車載機と移動体通信システムを利用

して様々な情報や、サービスを提供する仕組みです。

弊社では、2015 年から、走行距離を保険料に反映する

テレマティクス商品を販売しておりましたが、この度



テレマティクス技術で取得した運転挙動を毎月の保険

料に反映する国内初となる、テレマティクス自動車保

険を開発致しました。海外、とりわけ欧米では、テレ

マティクス技術を活用し、安全運転度合いに応じて保

険料を割り引く自動車保険が普及しております。日本

でも、中央省庁において、テレマティクス技術を活用

した自動車保険を通じた交通事故低減がテーマとして

掲げられており、自動車メーカーやＩＴ企業による開

発競争が活発化しております。また欧米では日本のよ

うな等級制度や年齢条件区分などは存在せず、各保険

会社が個別に保険料を設定しております。弊社のテレ

マティクス自動車保険は、テレマティクス技術を活用

した安全運転のインセンティブつまり割引を提供する

商品とすることで、より安心・安全な車社会の実現に

貢献していくことを目指します。 

新たに開発する、運転挙動割引は当社が定める運転

挙動データが取得可能な車を保有される個人のお客様

全てを対象としており、毎月の走行距離・運転挙動に

応じて保険料割引が適用される商品としております。

具体的には等級・年齢区分や免許証の色などに加え、

さらに保険料割引が適用されます。 

またこれまでの自動車保険は、事故を起こしたお客

様に安心をお届けすることを主眼としていましたが、

テレマティクス技術を活用したサービスを提供するこ

とで、事故を起こさないお客様にも付加価値を提供す

ることをめざしております。具体的には、日常の運転

状況を安全運転診断サービスとして、定期的に情報提

供し、ドライバーに安全運転を促しながら、結果的に

事故を未然に防ぐことができる商品としております。 

＊グループ別会員増強セミナー報告 

波多野 好文君 

私が第２分科会の報告者、伊佐地

金嗣次期ガバナー補佐がコーディ

ネーターでした。郡上長良川ＲＣ 

和田さんが増強委員長をされた時に、２名の方が入

会されたそうです。毎年変わるのではなく、結果を

残した増強委員長は２～３年やってもらった方がい

いのではないかというお話しでした。 

関ＲＣは若い人だけのクラブがあり、そのクラブ

がＪＣや商工会議所の青年部の方を誘い、またパス

ト会長にも委員長など積極的に役を担っていただい

ているそうです。 

郡上八幡ＲＣは、以前仕事上のトラブルからやめ

られたということがあり、職業分類をしっかりされ、

同じ仕事の方を入れない様に気遣っているそうです。 

鈴鹿ＲＣでは、国籍は関係ないということで十数

名の外国人の方が入会されてみえるそうです。 

合併でクラブが減っているわけですが、人数が減

ったから合併するわけではなく、合併することで上

手くいくのであれば、ＲＩも合併を推奨しているそ

うです。 

＊出席委員会 

会員数３２名、本日の出席２１名です。 

＊ニコボックス委員会 

・会長・副会長・幹事 

あいおいニッセイ同和損保㈱関支社長 石森肇様本

日の卓話「これからの損害保険について」楽しみに

しています。宜しくお願いします。 

・波多野源司君 

先日は妻の誕生日には虎屋さんの美味しいお菓子を

ありがとうございました。ほとんど僕が食べてしま

いました。美味しかったです！ 

２１名のご投函ありがとうございました。 

＊幹事報告 

・４月ロータリーレートは 1 ドル 116 円です。 

＊メークアップ報告 

4/6 特別役員会 

石原妙生君、小川糧司君、神谷秀幸君、川上勉君、

川村紳一君、喜久生明男君、高井良祐君、長谷川修

君、波多野篤志君、波多野好文君、藤村伸隆君、古

田博文君、古田育則君、山田文夫君、山本義樹君 

＜次例会の案内＞ 

第１８９７回 ２０１７年４月２７日（木） 

卓 話 太田歯科医院 太田直哉先生 

テーマ 「お口の中のお話し」 

担当：会計監査 


